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は
じ
め
に

新
保
守
主
義
者
（neo-conservatives

）
は
、
一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
米
国
社
会
の
危
機
を
診
断
し
、
そ
れ
に

対
す
る
処
方
箋
を
提
示
し
た
一
連
の
保
守
知
識
人
の
こ
と
を
言
う
。
彼
ら
は
若
い
頃
に
左
派
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
傾
倒
し
た
こ
と
が
あ
っ
た

が
、「
偉
大
な
社
会
」
の
幻
想
か
ら
目
を
覚
ま
し
、
右
派
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
変
貌
す
る
よ
う
に
な
る
。
彼
ら
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
一
九
八

〇
年
に
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
誕
生
も
可
能
に
な
っ
た
。
本
研
究
の
目
的
は
、
新
保
守
主
義
の
政
治
社
会
的
思
想
を
考
察
し
、
対
外
政
策
の
理
念

と
戦
略
を
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。
本
研
究
が
新
保
守
主
義
に
注
目
す
る
の
は
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
に
、
パ
ッ
ト
ナ
ム
（Robert D

. Putnam

）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
政
治
学
と
国
際
政
治
学
は
互
い
に
影
響
し
て
い
る（

１
）。

同

様
に
、
国
内
政
治
と
、
国
際
政
治
や
外
交
政
策
は
分
離
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
本
研
究
で
米
国
の
新
保
守
主
義
者
の
対
外
政
策
を
分

析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
米
国
の
国
内
政
治
と
国
際
政
治
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
。

第
二
に
、
新
保
守
主
義
者
は
、
米
国
の
外
交
理
念
と
し
て
、
現
実
主
義
的
国
際
主
義
路
線
を
支
持
す
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
膨

張
の
論
理
」で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
べ
て
の
帝
国
は
膨
張
し
な
い
と
崩
壊
す
る
。
内
部
の
亀
裂
を
克
服
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

共
同
体
内
部
の
結
束
力
の
向
上
を
図
る
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
対
立
を
遅
ら
せ
る
た
め
に
、
帝
国
は
膨
張
を
重
ね
る
し
か
な
い
な
の
だ
。

政
治
学
者
の
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
（Zbigniew

 Brzezinski
）
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
が
対
抗
す
る
国
も
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
約
三
〇
〇
年
間

持
続
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
の
ロ
ー
マ
帝
国
が
や
が
て
滅
亡
し
た
の
は
主
に
三
つ
の
要
因
に
よ
る
。
第
一
に
、
国
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
、
一
つ
の
中
枢
か
ら
統
治

し
き
れ
な
く
な
り
東
西
に
分
割
し
た
結
果
、
一
極
支
配
の
特
色
が
消
え
た
。
第
二
に
、
長
期
に
わ
た
る
帝
国
の
お
ご
り
か
ら
享
楽
主
義
が

生
ま
れ
、
政
治
支
配
層
は
次
第
に
高
邁
な
精
神
を
失
っ
た
。
第
三
に
、
イ
ン
フ
レ
が
続
い
た
た
め
、
市
民
の
犠
牲
に
よ
ら
ず
に
体
制
を
維

（法政研究 85－３・４－330）
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持
で
き
な
く
な
っ
て
い
っ
た
が
、
市
民
は
も
は
や
犠
牲
的
精
神
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
文
化
の
退
廃
、
政
治
体
制
の
分
割
、
イ

ン
フ
レ
が
重
な
っ
て
、
ロ
ー
マ
帝
国
は
周
辺
の
蛮
族
す
ら
攻
め
入
る
隙
が
あ
る
ま
で
に
弱
体
化
し
た（

２
）。

そ
の
た
め
、
一
九
七
〇
年
代
の
政
治
・
経
済
・
文
化
に
お
け
る
全
体
的
危
機
を
目
撃
し
た
新
保
守
主
義
者
が
米
国
の
覇
権
拡
張
を
正
当
化

す
る
対
外
政
策
を
支
持
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

第
三
に
、
七
〇
〜
八
〇
年
代
の
新
保
守
主
義
者
の
対
外
政
策
は
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
入
っ
て
も
そ
の
ま
ま
続
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

九
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
、
米
国
は
大
き
な
変
化
に
直
面
す
る
。
対
外
的
に
は
、
ソ
連
と
東
欧
圏
が
崩
壊
し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
際
秩
序
を

再
編
す
る
上
で
の
不
確
実
性
が
増
幅
し
て
お
り
、
対
内
的
に
は
、
八
〇
年
以
来
の
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
と
い
う
新
保
守
主
義
政
策
の
影
響
で

社
会
内
部
の
亀
裂
が
深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
合
わ
せ
て
登
場
し
た
の
が
文
明
衝
突
の
議
論
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
主
役
は
ま

さ
に
一
九
七
〇
年
代
の
代
表
的
な
新
保
守
主
義
者
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
（Sam

uel H
untington

）
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
二

〇
〇
〇
年
代
は
、
ネ
オ
コ
ン
と
い
う
タ
カ
派
の
新
保
守
主
義
者
が
米
国
の
外
交
の
前
面
に
立
ち
、
非
対
称
的
脅
威
論
と
中
国
脅
威
論
を
主
張

す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
筆
者
は
新
保
守
主
義
者
の
主
張
を
紐
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
七
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
、
ま
た
九
・
一
一
テ
ロ
以
降
ま
で

一
貫
し
た
米
国
の
外
交
政
策
の
流
れ
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

以
上
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
て
、
本
研
究
は
、
次
の
よ
う
な
順
序
で
構
成
さ
れ
る
。
ま
ず
第
一
章
で
は
、
七
〇
年
代
の
米
国
社
会
が
ど
の

よ
う
な
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す
る
新
保
守
主
義
者
の
診
断
と
処
方
箋
が
何
で
あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
。
こ
の
米
国
社
会
の
内

的
亀
裂
を
克
服
す
る
た
め
の
方
案
と
し
て
、
新
保
守
主
義
者
は
米
国
の
膨
張
政
策
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
を
第
二
章
で
ク
リ
ス

ト
ル
と
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
の
議
論
を
介
し
て
分
析
し
て
み
る
。
第
三
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
七
〇
年
代
の
新
保
守
主
義
者
の
戦
略
が
ポ
ス

ト
冷
戦
期
に
ど
の
よ
う
な
形
で
現
れ
た
の
か
を
、
九
〇
年
代
の
米
国
の
内
部
状
況
と
文
明
衝
突
が
持
つ
現
実
主
義
的
国
際
主
義
の
性
格
を
介

（85－３・４－331）
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し
て
分
析
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
ネ
オ
コ
ン
は
い
か
な
る
対
外
戦
略
を
考
え
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
。

第
１
章　

一
九
七
〇
年
代
の
新
保
守
主
義
の
登
場

１
．
新
保
守
主
義
と
は
何
か

一
九
七
〇
年
代
は
、
六
〇
年
代
以
来
、
ケ
ネ
デ
ィ
の“N
ew

 Frontier”

、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の“Great Society”

の
神
話
が
ま
さ
に
一
つ
の
神

話
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
経
済
的
に
は
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
政
策
が
失
敗
し
て
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

（stagflation

）
が
発
生
し
、
こ
れ
は
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
の
崩
壊
と
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
経
済
全
体
の
危
機
に
ま
で
つ
な
が
っ
た
。
政

治
的
に
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
と
そ
の
後
の
大
統
領
辞
任
に
よ
り
、
米
国
人
は
政
治
的
な
不
安
感
や
無
気
力
感
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
様
々
な
市
民
運
動
に
よ
り
、
市
民
社
会
は
混
乱
状
況
に
突
き
進
む
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
総
体
的
危
機
の
局
面
に
入
っ

た
の
で
あ
る
。

新
保
守
主
義
者
と
し
て
、
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
・
ク
リ
ス
ト
ル
（Irving K

ristol

）、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
、
ジ
ー
ン
・
カ
ー
ク
パ

ト
リ
ッ
ク（Jeane K
irkpatrick

）、
ダ
ニ
エ
ル
・
ベ
ル（D

aniel Bell

）、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ズ（Edw

ard Shils

）、
ピ
ー
タ
ー
・
Ｌ
・
バ
ー

ガ
ー
（Peter L. Berger

）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
当
時
の
危
機
状
況
を
目
撃
し
、
診
断
と
処
方
を
提
示
し
た
、
こ
れ
ら
の
右
派
知
識
人

の
思
想
を
指
し
て
、
新
保
守
主
義
（neo-conservatism

）
と
呼
ぶ（

３
）。

彼
ら
の
提
起
し
た
主
張
を
一
言
で
ま
と
め
て
表
現
す
る
の
は
容
易
で

は
な
い
。
ク
リ
ス
ト
ル
は
、「
自
身
の
人
生
は
「
ネ
オ
（neo

）」
と
い
う
遺
伝
子
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
ネ
オ
マ
ル
キ
ス
ト
、
ネ
オ
ト
ロ
ツ
キ
ー

ア
ン
、
ネ
オ
社
会
主
義
、
ネ
オ
自
由
主
義
者
、
そ
し
て
ネ
オ
保
守
主
義
に
位
置
づ
け
さ
れ
た
」
と
回
顧
す
る（

４
）。

ク
リ
ス
ト
ル
自
ら
が
認
め
て

い
る
よ
う
に
、
新
保
守
主
義
は
、
統
一
さ
れ
た
一
つ
の
組
織
的
な
運
動
の
性
格
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
ク
リ
ス
ト
ル
の
新
保
守
主
義

（法政研究 85－３・４－332）
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者
の
綱
領（

５
）を

通
じ
て
新
保
守
主
義
の
性
格
を
あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ク
リ
ス
ト
ル
は
、
新
保
守
主
義
の
諸
特
徴
を
次
の
よ
う

に
列
挙
し
て
い
る
。

（
1
）
新
保
守
主
義
は
、​​

現
代
の
自
由
主
義
の
幻
滅
か
ら
生
じ
た
思
想
潮
流
で
あ
る
。
こ
れ
と
経
済
界
（
米
国
保
守
主
義
の
伝
統
の
源
）
と

の
関
係
は
、
必
然
的
に
敵
対
的
な
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
関
係
で
は
な
い
。

（
2
）
新
保
守
主
義
は
、
感
情
的
に
も
実
際
的
に
も
反
ロ
マ
ン
主
義
的
で
あ
る
。

（
3
）
新
保
守
主
義
の
哲
学
の
源
は
、
主
に
古
典
や
前
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
時
代
の
政
治
哲
学
で
発
見
さ
れ
る
。
こ
こ
で
故
レ
オ
・
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス
（Leo Strauss

）
の
教
え
が
重
要
で
あ
る
。
多
く
の
新
保
守
主
義
者
が
、
彼
は
近
代
性
に
つ
い
て
多
少
過
度
に
慎
重
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
新
保
守
主
義
者
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（A

ristotle

）
を
崇
拝
し
、
ロ
ッ
ク
（John Locke

）
を

尊
重
し
、
ル
ソ
ー
（Jean-Jacques Rousseau

）
を
軽
蔑
す
る
。

（
4
）
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
エ
ト
ス
に
対
す
る
新
保
守
主
義
の
態
度
は
、
偏
見
な
く
愛
着
を
持
つ
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
ト

ク
ヴ
ィ
ル
（A

. T
ocqueville

）
の
精
神
を
持
っ
た
新
保
守
主
義
者
に
と
っ
て
、​​

自
由
民
主
主
義
的
資
本
主
義
は
、
す
べ
て
の
想
像
可
能
な

世
界
の
中
で
最
高
の
シ
ス
テ
ム
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
穏
健
な
情
熱
に
よ
り
、
新
保
守
主
義
は
、
旧
右
派
（the O

ld Right

）

と
新
右
派
（the N

ew
 Right

）
の
す
べ
て
と
区
別
さ
れ
る
。

（
5
）
新
保
守
主
義
者
は
、
市
場
経
済
を
限
り
な
く
尊
重
す
る
こ
と
が
、
自
由
主
義
的
な
社
会
を
実
現
す
る
上
で
、
十
分
条
件
で
は
な
い
が

必
要
条
件
だ
と
み
な
す
傾
向
が
あ
る
。（
中
略
）
ま
た
、
市
場
経
済
を
経
済
成
長
に
有
利
な
も
の
と
み
な
す
。

（
6
）
新
保
守
主
義
者
が
経
済
成
長
の
重
要
性
を
支
持
す
る
理
由
は
、
世
の
中
の
物
質
財
へ
の
情
熱
で
は
な
く
、
経
済
成
長
を
社
会
的
お
よ

び
政
治
的
安
定
性
の
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
民
主
主
義
を
、
生
存
可
能
で
持
続
可
能
な
社
会
的
・
政
治
的
シ

ス
テ
ム
と
し
て
認
識
さ
せ
る
こ
と
は
、
経
済
成
長
の
見
通
し
次
第
で
あ
る
。

（85－３・４－333）
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（
7
）
た
だ
し
、
市
場
を
一
つ
の
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
尊
重
す
る
も
の
の
、
新
保
守
主
義
者
は
、
い
わ
ゆ
る
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ

ン
（M

ilton Friedm
an

）
と
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ハ
イ
エ
ク
（Fridrich H

ayek

）
の
よ
う
な
次
元
で
の
自
由
万
能
主
義
者
（libertarian

）

で
は
な
い
。（
中
略
）
マ
ナ
ー
や
道
徳
に
対
し
て
完
全
に
自
由
放
任
的
な
態
度
を
と
る
現
在
の
自
由
主
義
は
、
新
保
守
主
義
者
に
と
っ
て
は

優
先
順
位
が
転
倒
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
衝
撃
を
与
え
る
。

（
8
）
新
保
守
主
義
者
は
、
家
族
や
宗
教
を
洗
練
さ
れ
た
社
会
の
不
可
欠
な
柱
と
考
え
て
い
る
。
実
際
に
、
彼
ら
は
共
同
体
の
必
要
性
と
自

由
へ
の
渇
望
を
調
和
さ
せ
て
く
れ
る
自
由
主
義
的
な
社
会
の
中
間
レ
ベ
ル
の
す
べ
て
の
制
度
に
対
し
て
特
別
な
愛
着
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
、（
9
）
新
保
守
主
義
に
お
い
て
は
、
信
頼
は
正
義
（justice

）
の
前
提
条
件
で
あ
る
が
、
そ
の
逆
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。（
10
）

新
保
守
主
義
は
、​​

政
治
を
経
済
よ
り
も
優
先
す
る
。
こ
れ
は
、
新
保
守
主
義
が
経
済
の
論
理
で
は
な
く
、
政
治
的
な
決
断
に
比
重
を
置
く
こ

と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、（
11
）
新
保
守
主
義
は
、​​

外
交
政
策
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
米
国
の
国
益
を
重
視
し
、
民
族
主
義
的
伝
統

に
立
つ
。
つ
ま
り
、
民
族
主
義
は
最
も
強
力
な
政
治
的
感
情
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
保
守
主
義
が
現
実
主
義
的
な
国
際
政
治

観
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
綱
領
か
ら
、
新
保
守
主
義
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
二
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、（
2
）
政
治
的
ユ
ー

ト
ピ
ア
主
義
の
批
判
、（
4
）
自
由
民
主
主
義
的
な
資
本
主
義
の
擁
護
、（
5
）・（
6
）
経
済
成
長
へ
の
信
頼
な
ど
は
、
自
由
主
義
に
対
す
る

信
頼
と
社
会
主
義
へ
の
反
対
を
表
明
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
新
保
守
主
義
が
な
ぜ
「
新
」
保
守
主
義
な
の
か
を
、
つ
ま
り
、
既
存
の
保
守

主
義
と
は
異
な
る
点
が
何
な
の
か
を
示
し
て
い
る
。
本
来
、
エ
ド
モ
ン
ド
・
バ
ー
ク
（Edm

und Burke

）
か
ら
出
発
し
た
保
守
主
義
は
自

由
主
義
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
へ
の
反
発
か
ら
始
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
保
守
主
義
は
お
互
い
に
起
源
が
矛
盾
す
る
、
市
場
自
由
主
義
と
保
守

主
義
の
要
素
を
結
合
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
新
保
守
主
義
は
、​​
自
由
万
能
主
義
で
は
な
い
と
主
張
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
問
題
に
お
い
て
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ハ
イ
エ
ク
（Friedrich H

ayek

）
と
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
（M

ilton Friedm
an

）
（法政研究 85－３・４－334）
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の
自
由
主
義
を
採
用
し
て
い
る
。

第
二
に
、
し
か
し
、
自
由
主
義
に
対
す
る
幻
滅
の（
1
）、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
へ
の
思
い
の（
3
）、
自
由
放
任
的
な
文
化
へ
の
反
対
の（
7
）、

家
族
と
宗
教
の
尊
重
の
（
8
）、
民
族
主
義
と
現
実
主
義
の
（
11
）、
正
義
に
対
す
る
安
定
性
優
先
の
（
9
）
な
ど
か
ら
、
ク
リ
ス
ト
ル
は
、

自
由
主
義
を
も
拒
否
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
来
の
自
由
主
義
は
、
ミ
ル
（John Stuart M

ill

）
の
伝
統
に
立
っ
て
、
個
人
の
絶
対
的

自
律
性
と
表
現
の
自
由
を
重
視
す
る
。
極
端
に
言
う
と
、
ミ
ル
の
主
張
し
た
「
危
害
原
理
（the harm

 principle

）」（
６
）に

反
し
な
い
か
ぎ
り
、

麻
薬
、
ポ
ル
ノ
、
ま
た
は
同
性
愛
な
ど
、
い
わ
ば
「
被
害
者
の
い
な
い
犯
罪
（victim

less crim
e

）」
を
犯
し
て
も
、
規
制
の
対
象
に
は

な
ら
な
い
と
い
う
の
が
自
由
主
義
の
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
新
保
守
主
義
は
、​​

文
化
と
倫
理
の
自
由
放
任
主
義
に
反
対
す
る（

７
）。

こ

れ
は
、
新
保
守
主
義
が
一
貫
性
に
欠
く
こ
と
を
露
呈
さ
せ
て
い
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
一
方
で
社
会
主
義
に
反
対
す
る
場
合
に

は
、
市
場
経
済
を
擁
護
す
る
自
由
主
義
的
な
態
度
を
表
明
し
な
が
ら
、
他
方
で
自
由
主
義
を
批
判
す
る
場
合
に
は
、
保
守
主
義
的
な
主
張
を

唱
え
る
な
ど
と
い
っ
た
、
ダ
ブ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
姿
勢
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

２
．
新
「
保
守
主
義
者
」
の
見
る
米
国

以
上
、
新
保
守
主
義
者
の
理
念
に
つ
い
て
ク
リ
ス
ト
ル
の
綱
領
を
通
じ
て
考
察
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
な
ぜ
彼
ら
が
新
「
保
守
主
義
」

で
あ
る
の
か
を
考
察
す
る
。

新
保
守
主
義
者
は
経
済
危
機
よ
り
も
、
政
治
・
文
化
の
危
機
に
よ
り
注
目
す
る
傾
向
を
示
す
。
例
え
ば
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ベ
ル
は
、
一
九
六

〇
年
代
か
ら
米
国
社
会
で
は
「
ベ
ト
ナ
ム
の
問
題
、
人
種
の
問
題
、
そ
し
て
麻
薬
、
青
年
の
反
抗
、
街
頭
犯
罪
、
犯
罪
者
へ
の
寛
容
、
黙
認

な
ど
、
一
般
的
に
「
文
化
的
」
と
名
付
け
ら
れ
る
も
の
が
心
配
事
と
し
て
登
場
し
た
」
と
回
顧
す
る（

８
）。

こ
う
し
た
精
神
的
な
混
乱
が
、
一

九
七
〇
年
代
の
反
戦
運
動
、
市
民
権
運
動
、
学
生
運
動
、
女
性
運
動
、
環
境
運
動
、
現
実
逃
避
的
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
運
動
な
ど
を

（85－３・４－335）
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含
む
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
レ
フ
ト
（the N

ew
 Left

）
運
動
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
も
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
七
五

年
ま
で
の
期
間
を
「sixes

とsevens

の
時
期
」、
略
し
て
「
Ｓ
＆
Ｓ
の
時
期
」
と
名
付
け
、
米
国
社
会
の
政
治
混
乱
期
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る（

９
）。

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
こ
の
混
乱
を
政
府
の
「
過
負
荷
」
と
「
統
治
不
可
能
性
」
の
危
機
と
み
な
し
、「
民
主
主
義
の
過
剰
（excess of 

dem
ocracy

）」
が
そ
の
原
因
で
あ
る
と
診
断
し
た

（
（1
（

。

今
日
の
米
国
が
抱
え
る
統
治
の
問
題
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
、「
民
主
主
義
の
過
剰
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
中
略
）
む
し
ろ
必
要
な
の
は
、

民
主
主
義
の
節
度
の
幅
を
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
る

（
（1
（

。

こ
の
よ
う
な
民
主
主
義
の
過
剰
に
対
し
て
、
ベ
ル
は
、
七
〇
年
代
の
米
国
社
会
が
直
面
し
て
い
る
政
治
経
済
的
危
機
の
背
後
に
「
資
本
主

義
の
文
化
的
矛
盾
」
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
彼
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
の
二
つ
の
源
泉
で
あ
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
資
本
主
義
と
ホ
ッ
ブ
ズ

主
義
的
個
人
主
義
と
の
間
の
葛
藤
に
注
目
す
る
。
ベ
ル
に
よ
る
と
、
前
者
が
節
度
、
清
廉
、
使
命
感
な
ど
の
美
徳
に
基
づ
い
た
経
済
活
動
を

重
視
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
無
制
限
の
欲
求
か
ら
来
る
個
人
主
義
と
快
楽
主
義
に
基
づ
い
て
い
る
。
ベ
ル
は
、「
こ
の
二
つ
の
推
進
力

は
、
馬
車
を
引
く
二
匹
の
馬
が
牽
制
し
合
い
な
が
ら
走
る
よ
う
な
、
不
便
な
関
係
で
存
在
し
て
き
た
。
し
か
し
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、

こ
の
関
係
は
解
体
さ
れ
た
」（

（1
（

と
述
べ
る
。
そ
の
結
果
、
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
は
、
新
し
い
欲
求
と
、
そ
の
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
新
し
い
手
段

の
創
出
に
基
づ
い
て
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
に
転
換
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る

（
（1
（

。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
維
持
さ
せ
る
た
め
に

は
、
快
楽
主
義
文
化
が
要
求
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
資
本
主
義
の
母
胎
と
な
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
文
化
が
崩
壊
し
た
と
い
う
。

　

新
保
守
主
義
者
は
、
社
会
の
安
定
と
秩
序
の
た
め
に
は
、
伝
統
、
宗
教
、
家
族
、
権
威
な
ど
保
守
的
な
文
化
的
価
値
を
復
活
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
保
守
主
義
的
美
徳
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
、
政
治
シ
ス
テ
ム
に
過
負
荷
を
惹
起
さ
せ
た
経
済
の
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
資
本
主
義
経
済
シ
ス
テ
ム
が
適
切
に
機
能
で
き
る
基
盤
を
築
き
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（法政研究 85－３・４－336）
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新
保
守
主
義
が
「
新
」
保
守
主
義
を
越
え
て
新
「
保
守
主
義
」
で
あ
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

第
2
章　

新
保
守
主
義
と
米
国
の
対
外
政
策

1
．
米
国
の
対
外
政
策
の
四
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
七
〇
年
代
の
米
国
社
会
は
総
体
的
危
機
に
入
っ
て
い
た
。
こ
の
と
き
新
保
守
主
義
者
は
、
経
済
的
に
は

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
活
性
化
、
政
治
的
に
は
法
秩
序
の
確
立
と
民
主
主
義
の
制
限
、
文
化
的
に
は
保
守
主
義
的
な
徳
目
の
復
活
を
主
張
し
た
。

さ
ら
に
、
新
保
守
主
義
者
は
、
共
同
体
の
内
部
の
亀
裂
を
克
服
す
る
方
法
と
し
て
、
外
の
敵
を
周
知
さ
せ
る
対
外
戦
略
を
選
択
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
新
保
守
主
義
者
は
、
対
外
政
策
で
米
国
の
国
益
を
重
視
し
た
現
実
主
義
的
路
線
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
主

張
を
本
格
的
に
説
明
す
る
前
に
、
既
存
の
米
国
の
外
交
政
策
は
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
き
た
の
か
を
説
明
し
た
う
え
で
、
こ
の
文
脈
の
中

で
、
新
保
守
主
義
の
外
交
路
線
を
把
握
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
般
的
に
、
国
際
政
治
に
は
現
実
主
義
と
自
由
主
義
が
存
在
す
る
。
現
実
主
義
理
論
で
は
、
国
際
体
制
の
無
政
府
性
か
ら
自
国
の
安
全
と

生
存
を
保
障
す
る
た
め
に
、
軍
事
力
増
強
、
同
盟
形
成
、
軍
事
費
統
制
と
軍
縮
交
渉
な
ど
を
模
索
す
る
が
、
自
由
主
義
理
論
で
は
、
多
数
の

国
家
に
よ
る
集
団
安
保
体
制
を
志
向
し
、
相
互
依
存
を
重
視
す
る
。
ま
た
、
外
交
的
行
動
と
し
て
は
、
孤
立
主
義
と
国
際
主
義
が
あ
る
。
孤

立
主
義
は
モ
ン
ロ
ー
主
義
と
ニ
ク
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
が
あ
り
、
国
際
主
義
は
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
が
あ
げ
ら
れ
る
。
米
国
の
対
外

政
策
路
線
を
現
実
主
義
と
自
由
主
義
を
一
つ
の
軸
に
し
て
、
ま
た
外
交
的
行
動
と
し
て
は
、
孤
立
主
義
と
国
際
主
義
を
他
の
一
つ
の
軸
に
し

て
、〈
図
一
〉
の
よ
う
に
四
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
で
き
る

（
（1
（

。

こ
れ
が
間
違
っ
て
い
な
い
と
し
た
ら
、
七
〇
年
代
冷
戦
期
か
ら
九
〇
年
代
の
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
か
け
て
一
貫
し
て
い
る
新
保
守
主
義
の
外

（85－３・４－337）
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交
戦
略
の
特
徴
を
確
認
す
る
と
い
う
本
稿
の
目
的
に
良
い
フ
レ
ー
ム
に
な
る
。

以
下
で
、
よ
り
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
は
、
現
実
主
義
と
自
由
主
義
の
軸
で
あ
る
。
こ
の
軸
は
、

米
国
の
国
益
と
繁
栄
に
対
す
る
国
家
の
課
題
は
何
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
米
国
の
外
交
の
基
本

的
な
目
標
と
手
段
は
何
か
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
、
国
の
役
割
に
お
け
る
現
実
主
義
は
、
米
国
と
い
う

国
家
の
役
割
を
主
に
国
家
安
保
の
観
点
か
ら
定
義
す
る
傾
向
が
強
い
。
一
方
、
自
由
主
義
は
、
米
国
国

家
の
役
割
と
し
て
、
国
内
の
経
済
・
社
会
的
公
平
を
図
る
た
め
に
、
積
極
的
な
経
済
介
入
を
行
う
べ
き

だ
と
主
張
す
る
。
こ
の
た
め
、
現
実
主
義
は
、
政
府
の
限
ら
れ
た
財
源
を
配
分
す
る
方
法
と
し
て
、
対

外
安
全
保
障
問
題
に
優
先
順
位
を
置
く
一
方
で
、
自
由
主
義
は
国
内
に
お
け
る
経
済
介
入
の
問
題
を
優

先
す
る
。

第
二
に
、
国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
手
段
と
し
て
、
現
実
主
義
は
軍
事
力
と
米
国
中
心
の
安
保

体
制
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
他
方
、
自
由
主
義
は
、
米
国
が
主
導
す
る
安
保
同
盟
の
重
要
性
を
認
め
る
と
同
時
に
、
国
際
的
制
度
を
媒
介

し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
行
使
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
第
三
に
、
現
実
主
義
は
、
国
際
紛
争
の
解
決
方
法
と
し
て
、
国
際
的
制

度
の
活
用
を
排
除
し
な
い
が
、
米
国
の
物
理
的
な
力
と
米
国
中
心
の
安
全
保
障
体
制
に
基
づ
い
た
一
方
主
義
的
な
行
動
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
検
討
す
る
。
反
対
に
、
自
由
主
義
は
、
米
国
主
導
の
軍
事
的
な
一
方
主
義
的
な
行
動
に
つ
い
て
相
対
的
に
消
極
的
で
あ
る
。
国
連
ま
た
は

多
国
間
主
義
の
国
際
レ
ジ
ー
ム
を
通
じ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
積
極
的
に
検
討
し
、
対
話
と
妥
協
と
い
っ
た
外
交
的
手
段
に
依
存
す
る
傾
向
が
強

い
。
第
四
に
、
現
実
主
義
は
、
米
国
の
安
全
保
障
や
経
済
的
な
観
点
か
ら
定
義
さ
れ
た
「
国
益
」
の
概
念
を
徹
底
的
に
推
進
す
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
自
由
主
義
は
、
人
権
問
題
や
環
境
問
題
な
ど
の
道
徳
主
義
の
要
素
を
内
包
し
た
問
題
に
対
し
て
も
、
比
較
的
多
く
の
注
意
を
払
う
。

す
な
わ
ち
、
現
実
主
義
者
の
国
益
概
念
は
、
米
国
中
心
的
な
偏
向
性
を
示
す
が
、
自
由
主
義
的
な
国
益
の
概
念
は
、
よ
り
包
括
的
で
普
遍
的

で
あ
る
。
第
五
に
、
現
実
主
義
は
国
の
経
済
介
入
の
最
小
化
を
支
持
す
る
経
済
的
保
守
主
義
と
接
続
し
て
い
る
。

＜図一＞米国の外交理念
（15）
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次
に
、
国
際
主
義
―
孤
立
主
義
の
軸
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
米
国
が
国
際
政
治
に
ど
れ
く
ら
い
積
極
的
な
役
割
を
担
う
の
か
に
つ
い
て
の
認

識
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
。
国
際
主
義
は
、
国
際
社
会
で
米
国
が
積
極
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
主
張
す
る
。
現
実
主
義
も
自
由
主
義
も
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
国
際
問
題
へ
の
積
極
的
介
入
を
好
む
。
そ
の
反
面
、
孤
立
主
義
は
、
米
国
の
国
際
政
治
上
の
役
割
の

拡
大
と
維
持
に
反
対
す
る
。

こ
の
軸
と
、
先
の
現
実
主
義
―
自
由
主
義
の
軸
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
上
で
示
し
た
四
つ
の
外
交
政
策
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
誕
生
す

る
（
（1
（

。
以
下
で
、
各
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
中
身
を
概
観
す
る
。

第
一
に
、
現
実
主
義
的
国
際
主
義
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
米
国
に
有
利
な
勢
力
均
衡
を
維
持
し
、
国
際
問
題
を
主
導
的
に
解
決
す
る
た
め

に
、
米
国
が
世
界
の
政
治
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が
支
持
さ
れ
る
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
優
れ
た
軍
事
力
と
米
国
中
心
の
安
保
体
制
を

維
持
し
、
軍
事
力
の
強
化
を
重
要
視
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
広
範
な
対
外
安
全
保
障
条
約
と
、
そ
れ
を
後
押
し
す
る
た
め
の
十
分
な
軍
事
力
と

国
防
費
の
維
持
を
主
張
す
る
。
共
和
党
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
と
そ
の
後
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
こ
の
路
線
を
支
持
し
た
。

第
二
に
、
自
由
主
義
的
国
際
主
義
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
米
国
の
広
範
な
国
際
政
治
上
の
役
割
が
強
調
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
の

国
際
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
確
保
・
行
使
す
る
上
で
は
、
米
国
の
軍
事
力
と
米
国
中
心
の
二
国
間
安
保
体
制
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
国
際

的
な
多
国
間
の
協
力
と
調
和
の
と
れ
た
相
互
依
存
体
制
の
維
持
を
強
調
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
由
主
義
的
国
際
主
義
の
主
な
特
徴
は
、
国

連
な
ど
の
国
際
機
関
の
活
動
を
、
米
国
が
積
極
的
に
支
援
す
る
と
い
う
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
対
象

に
つ
い
て
も
、
安
全
保
障
問
題
に
加
え
て
、
人
権
問
題
や
環
境
問
題
な
ど
ま
で
対
応
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
の
民
主
党

政
権
が
こ
の
路
線
に
属
し
た
。

第
三
に
、
現
実
主
義
的
孤
立
主
義
で
あ
る
。
米
国
の
国
際
政
治
的
役
割
の
膨
張
は
、
米
国
の
特
定
の
国
益
に
は
役
に
立
た
な
い
一
方
で
国

際
社
会
の
平
和
と
繁
栄
に
は
寄
与
す
る
と
い
う
、
過
剰
で
抽
象
的
な
責
任
意
識
の
下
で
、
米
国
の
資
源
を
浪
費
す
る
傾
向
が
あ
る
と
主
張
す

る
。
現
実
主
義
的
孤
立
主
義
は
、
米
国
が
強
力
な
軍
事
力
を
維
持
す
る
こ
と
自
体
に
つ
い
て
は
、
原
則
的
に
反
対
し
な
い
。
し
か
し
、
無
差

（85－３・４－339）
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別
的
な
介
入
主
義
の
よ
う
な 

「
世
界
の
警
察
」
と
し
て
の
役
割
に
は
反
対
し
、
米
国
の
死
活
的
な
利
益
が

か
か
っ
た
安
保
問
題
へ
の
選
別
的
な
対
応
だ
け
を
支
持
す
る
。
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
は
、
国
連
な
ど

の
国
際
機
関
や
国
際
レ
ジ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
国
内
の
リ
ソ
ー
ス
を
使
う
こ
と
に
反
対
す
る
と

い
う
点
、
そ
し
て
米
軍
の
海
外
駐
留
削
減
を
主
張
し
、
そ
の
分
の
国
防
予
算
削
減
を
主
張
す
る
が
、
そ
の

予
算
を
国
内
の
社
会
福
祉
費
に
使
う
こ
と
は
反
対
す
る
と
い
う
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
現
実
主
義
的
孤
立
主

義
は
、
政
府
の
市
場
不
介
入
と
保
護
主
義
貿
易
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
九
二
年
の
共
和
党
の

大
統
領
候
補
選
挙
戦
に
出
馬
し
、
二
〇
〇
〇
年
の
選
挙
で
「
改
革
党
」
の
大
統
領
候
補
に
も
な
っ
た
パ
ト

リ
ッ
ク
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン
（Patrick Buchanan

）
が
こ
の
路
線
を
選
ん
だ
。

第
四
に
、
自
由
主
義
的
孤
立
主
義
で
あ
る
。
国
際
社
会
に
対
す
る
米
国
の
軍
事
介
入
に
反
対
す
る
。
し

か
し
、
現
実
主
義
的
な
孤
立
主
義
と
は
異
な
り
、
国
際
機
関
や
多
国
間
主
義
の
た
め
の
最
小
限
の
サ
ポ
ー

ト
を
通
じ
て
、
米
国
の
安
全
保
障
上
の
利
益
と
と
も
に
、
国
際
協
調
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

す
る
。
可
能
な
限
り
対
外
的
な
資
源
投
資
を
最
小
化
し
、
国
内
の
社
会
経
済
的
な
投
資
に
集
中
す
る
べ
き

こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
の
結
果
、
自
由
主
義
的
孤
立
主
義
は
、
国
防
予
算
の
大
幅
削
減
と
削
減
さ
れ
た
予

算
の
社
会
福
祉
へ
の
投
入
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。
貿
易
に
関
し
て
は
、
現
実
主
義
的
孤
立
主
義
と
同
様

に
、
保
護
主
義
的
な
性
格
を
持
つ
。

以
上
の
議
論
を
ま
と
め
、
米
国
の
外
交
に
お
け
る
大
ま
か
な
路
線
・
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
民
主
党
と

共
和
党
を
基
準
に
分
類
す
る
と
以
下
の
〈
図
二
〉
の
よ
う
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

要
す
る
に
、
以
上
の
議
論
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
国
内
政
治
と
国
際
政
治
の
関
係
か
ら
見
る
と
、
自
由
主
義
的
国
際
主
義
や
孤
立
主
義
は
、
国
家

国家の役割 国内経済 民主党 国際主義 共和党 対外安全保障 国家の役割
国際的

リーダーシップ
二国間同盟、

国際制度・レジーム
軍事力、

米国中心の安全保障
国際的

リーダーシップ
国際問題の解決 国連、対話と妥協 自由主義 現実主義 パワー、一方主義 国際問題の解決

非伝統的イシュー 消極的 積極的 非伝統的イシュー
支持基盤 労働者 孤立主義 大企業 支持基盤

＜図二＞米国の外交理念と政党による政策の特徴の比較
（17）
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の
市
場
介
入
、
福
祉
問
題
へ
の
関
心
や
、
国
際
政
治
の
相
互
依
存
性
を
強
調
す
る
の
に
対
し
、
現
実
主
義
的
国
際
主
義
と
孤
立
主
義
は
市
場

主
義
と
福
祉
縮
小
、
安
全
保
障
に
か
か
わ
る
国
の
利
益
を
重
視
す
る
。

第
二
に
、
現
実
主
義
的
な
孤
立
主
義
や
国
際
主
義
は
共
和
党
の
理
念
に
、
そ
し
て
自
由
主
義
的
な
孤
立
主
義
や
国
際
主
義
は
、
民
主
党
の

理
念
に
近
い
。

第
三
に
、
新
保
守
主
義
は
、​​

共
和
党
の
政
策
理
念
と
現
実
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
か
な
り
の
親
和
性
を
持
つ
。
一
九
七
〇
年
代
の
米
国
の
経

済
危
機
を
打
開
す
る
た
め
に
、
一
九
八
〇
年
に
新
保
守
主
義
の
理
念
に
基
づ
い
た
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
誕
生
し
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
政
権
が
、

実
際
に
現
実
主
義
的
国
際
主
義
を
推
進
し
た
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
理
解
で
き
る
。

２
．
新
保
守
主
義
と
現
実
主
義
的
国
際
主
義 

― 

ク
リ
ス
ト
ル
と
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク

こ
こ
で
は
、
現
実
主
義
的
国
際
主
義
を
支
持
す
る
新
保
守
主
義
者
の
主
張
を
、
代
表
的
に
ク
リ
ス
ト
ル
と
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
の
議
論
を

中
心
に
考
察
し
て
み
た
い
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
彼
ら
が
一
九
八
〇
年
に
始
ま
っ
た
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
新
保
守
主
義
的
な
外
交
戦
略
の

理
論
的
基
礎
を
提
供
し
た
論
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
、
現
実
主
義
的
国
際
主
義
の
戦
略
を
、
彼
ら
ほ
ど
強
く
推
進
し
た
新
保
守

主
義
者
は
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
彼
ら
の
議
論
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
展
開
さ
れ
た
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
文
明
衝

突
と
も
連
続
線
上
に
あ
る
た
め
、
新
保
守
主
義
的
な
外
交
戦
略
の
全
体
像
が
よ
く
表
れ
て
お
り
、
そ
の
基
本
路
線
は
二
一
世
紀
に
ま
で
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
発
足
直
後
、
第
三
世
界
に
お
け
る
親
米
独
裁
政
権
に
対
し
て
「
ジ
ン
・
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
と
い

う
新
保
守
主
義
の
外
交
路
線
を
取
る
。
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
は
、
レ
ー
ガ
ン
に
よ
っ
て
女
性
と
し
て
は
初
め
て
国
連
大
使
に
採
用
さ
れ
た
代

表
的
な
新
保
守
主
義
者
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
と
ク
リ
ス
ト
ル
は
、
第
三
世
界
の
親
米
独
裁
政
権
を
米
国
が
支
援
す
る
こ
と
を
、

（85－３・４－341）
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現
実
的
に
避
け
ら
れ
な
い
必
要
悪
と
言
う
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
道
徳
的
に
正
当
な
選
択
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
根
拠
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

ま
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
第
三
世
界
の
国
々
は
、
歴
史
か
ら
み
れ
ば
、
政
治
的
・
文
化
的
伝
統
の
た
め
に
民
主
主
義
の
定
着
が
ほ
ぼ
不
可
能
で

あ
る
。
欧
米
の
民
主
主
義
諸
国
と
、
ほ
と
ん
ど
の
非
欧
米
諸
国
の
間
に
は
数
十
年
、
あ
る
い
は
数
百
年
の
文
化
の
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
世
界
の
す
べ
て
の
国
が
民
主
主
義
を
享
受
す
る
資
格
が
あ
る
と
信
じ
る
の
は
幻
想
に
過
ぎ
な
い
。
ク
リ
ス
ト
ル

は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

世
界
は
異
質
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
複
雑
さ
に
対
処
す
る
能
力
と
罪
悪
感
を
捨
て
る
能
力
を
学
ば
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
は
、
外
交
政
策
と
す

べ
き
こ
と
を
永
遠
に
持
つ
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

（
（1
（

。

第
二
に
、
右
派
独
裁
は
左
派
独
裁
に
比
べ
て
質
的
に
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
第
三
世
界
の
国
々
の
場
合
、
右
派
独
裁
が
崩
れ
る
と
、

そ
れ
に
代
わ
っ
て
左
派
独
裁
に
な
る
が
、
こ
れ
は
よ
り
悪
い
結
果
を
招
く
と
い
う
。
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
は
、「
ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
教
訓
」
か
ら
、
伝
統
的
独
裁
と
革
命
的
独
裁
の
間
に
は
体
系
的
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
と
言
う

（
（1
（

。
す
な
わ
ち
、「
一
般
的
に

言
え
ば
伝
統
的
な
独
裁
者
ら
は
、
社
会
的
不
平
等
、
残
酷
さ
、
そ
し
て
貧
困
を
許
容
す
る
が
、
革
命
的
独
裁
者
は
、
そ
れ
ら
を
創
造
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
局
、
米
国
が
第
三
世
界
の
右
派
独
裁
政
権
を
助
け
る
こ
と
は
、
米
国
の
国
益
に
役
立
つ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
第

三
世
界
の
国
民
に
も
有
益
な
も
の
で
あ
っ
て
、
道
徳
的
に
正
当
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
導
か
れ
る
。

第
三
に
、
親
米
独
裁
政
権
の
民
主
的
改
革
を
迫
る
自
由
主
義
者
の
い
わ
ゆ
る
人
権
政
策
は
、
非
現
実
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
親
米
右
派

政
権
を
弱
体
化
さ
せ
、
さ
ら
に
悪
い
左
派
独
裁
政
権
の
出
現
を
生
み
出
す
結
果
を
招
く
。
し
た
が
っ
て
、
自
由
主
義
者
の
人
権
政
策
が
道
徳

的
に
よ
り
批
判
さ
れ
る
に
値
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
暴
力
的
な
反
乱
が
起
こ
っ
た
イ
ラ
ン
や
ニ
カ
ラ
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グ
ア
、
蒋
介
石
が
敗
北
す
る
前
の
中
国
、
カ
ス
ト
ロ
が
勝
利
す
る
前
の
キ
ュ
ー
バ
、
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
当
時
な
ど
、
重
要
な
時
期
に
、

米
国
が
こ
れ
ら
の
国
々
に
対
し
て
と
っ
た
態
度
は
、
こ
の
よ
う
な
非
道
徳
的
な
結
果
を
煽
る
も
の
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
は
、
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

米
国
で
は
、
暴
力
的
な
内
戦
に
直
面
し
て
い
た
政
権
に
自
由
と
民
主
化
を
与
え
よ
う
努
め
た
が
（
中
略
）
こ
れ
は
失
望
的
な
結
果
を
招
い

た
だ
け
で
な
く
、
個
人
の
自
由
と
安
全
が
以
前
の
独
裁
政
権
よ
り
も
悪
く
な
り
、
ま
し
て
や
米
国
の
利
益
と
政
策
に
反
す
る
政
権
を
誕
生

さ
せ
た

（
（2
（

。

ク
リ
ス
ト
ル
も
、
そ
う
し
た
逆
効
果
を
強
調
し
た
。
彼
は
カ
ー
タ
ー
の
人
権
外
交
の
よ
う
に
、
米
国
の
伝
統
的
な
右
派
独
裁
政
権
を
弱
ら

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
社
会
を
混
乱
さ
せ
る
結
果
を
生
み
だ
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
よ
り
抑
圧
的
な
全
体
主
義
体
制
が
登
場
す
る
機
会
を
開

い
て
し
ま
っ
た
と
批
判
し
た

（
（2
（

。

要
す
る
に
、
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
と
ク
リ
ス
ト
ル
は
、
米
国
の
利
益
を
守
り
、
共
産
勢
力
か
ら
米
国
を
守
る
た
め
に
は
、
第
三
世
界
の
右

派
権
威
主
義
政
権
を
、
米
国
が
直
接
ま
た
は
間
接
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
し
か
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
保
守
主
義
者

は
、
対
外
政
策
に
お
け
る
現
実
主
義
的
国
際
主
義
路
線
を
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
筆
者
は
二
つ
を
指
摘
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
新
保
守
主
義
者
に
は
、
基
本
的
に
民
主
主
義
を
信
じ
な
い
傾
向
が
強
く
み
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
民
主
主
義
が
国

内
政
治
で
は
限
定
的
で
あ
り
、
第
三
世
界
と
関
連
し
た
国
際
政
治
に
お
い
て
は
、
そ
れ
自
体
が
不
可
能
だ
と
判
断
し
て
い
る
。
民
主
主
義
は

理
想
で
は
な
く
現
実
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
保
守
主
義
者
は
、
第
三
世
界
の
権
威
主
義
政
権
に
対
す
る
米
国
の
積
極
的
な

覇
権
的
介
入
を
正
当
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
極
め
て
現
実
的
な
発
想
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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次
に
、
外
交
政
策
に
お
け
る
新
保
守
主
義
者
が
前
提
と
す
る
戦
略
的
な
態
度
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
米
国
の
新
保
守
主
義
の
知

識
人
に
対
し
て
批
判
的
な
分
析
を
述
べ
て
い
た
ピ
ー
タ
ー
・
ス
タ
イ
ン
フ
ェ
ル
ス
（Peter Steinfels

）
は
、
新
保
守
主
義
の
見
解
を
五
つ

の
テ
ー
ゼ
に
ま
と
め
た

（
（2
（

。
そ
の
中
で
五
番
目
が
国
際
関
係
の
立
場
と
関
連
す
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

不
安
定
な
国
際
秩
序
は
、
国
内
で
の
安
定
と
連
合
さ
れ
た
社
会
を
要
求
す
る
。
共
産
主
義
者
か
ら
の
脅
威
と
第
三
世
界
の
自
由
主
義
的
価

値
観
へ
の
拒
否
は
、
国
家
同
盟
と
の
同
盟
に
つ
な
が
る
必
要
が
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
新
保
守
主
義
者
は
、
好
戦
的
な
反
共
主
義
者
で
あ
り
、

冷
戦
主
義
者
で
あ
る

（
（2
（

。

つ
ま
り
、
ス
タ
イ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
新
保
守
主
義
者
は
共
産
化
さ
れ
た
国
々
と
自
由
主
義
を
拒
否
す
る
第
三
世
界
の
国
々
か
ら
米
国
が
脅

威
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
、
国
内
的
に
は
混
乱
と
分
裂
を
克
服
す
る
こ
と
で
社
会
秩
序
と
安
定
を
図
り
、
対
外
的
に
は

米
国
を
中
心
と
し
た
覇
権
的
な
同
盟
体
制
を
形
成
す
る
こ
と
が
新
保
守
主
義
の
政
策
の
基
本
的
方
向
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
続
け
て
、

彼
は
こ
う
問
い
た
だ
す
。

国
家
の
秩
序
と
連
合
に
対
す
る
新
保
守
主
義
の
関
心
は
、
ど
の
程
度
の
国
際
脅
威
に
対
す
る
認
識
か
ら
出
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
国
際
脅

威
の
主
張
は
、
国
家
秩
序
と
安
定
の
た
め
に
、
社
会
に
衝
撃
を
与
え
よ
う
と
す
る
意
図
か
ら
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か

（
（2
（

。

す
な
わ
ち
、
新
保
守
主
義
者
が
国
家
秩
序
の
安
定
を
図
る
た
め
に
、
国
際
的
脅
威
へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
分
析
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
七
〇
年
代
以
来
、
新
保
守
主
義
が
国
内
政
治
・
経
済
的
な
不
安
と
文
化
的
危
機
を
、
国
際
的
不
安
を
作
り
出
す
こ
と
で
打
開
し
よ

う
と
す
る
戦
略
を
立
て
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
筆
者
の
主
張
と
同
じ
脈
絡
で
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
帝
国
の
内
的
崩
壊
を
免
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れ
る
こ
と
が
で
き
る
「
膨
張
の
論
理
」
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

第
3
章　

ポ
ス
ト
冷
戦
期
新
保
守
主
義
の
外
交
理
念
と
戦
略

1
．
新
保
守
主
義
政
権
の
遺
産

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
よ
う
。
新
保
守
主
義
者
は
、
七
〇
年
代
の
米
国
が
直
面
し
た
危
機
的
状
況
に
対
す
る
処
方
箋
を
提
示
す
る
こ

と
で
登
場
し
た
、
一
連
の
保
守
系
知
識
人
集
団
で
あ
る
。
彼
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
一
九
八
〇
年
に
誕
生
し
た
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
新
保
守
主

義
者
の
主
張
に
基
づ
い
て
、
小
さ
な
政
府
、
市
場
の
復
活
、
税
制
改
革
、
福
祉
縮
小
、
労
働
組
合
の
弾
圧
、
文
化
回
帰
の
政
策
な
ど
を
実
施

し
た
。
ま
た
、
対
外
的
に
は
、
ク
リ
ス
ト
ル
や
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
ら
の
外
交
戦
略
を
積
極
的
に
受
容
し
て
、
米
国
の
覇
権
を
強
固
に
し
、

第
三
世
界
の
親
米
独
裁
政
権
を
支
援
す
る
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
流
れ
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
強
調
し
た
い
の
は
、
新
保

守
主
義
的
な
対
外
政
策
の
背
後
に
、
現
代
社
会
の
危
機
と
亀
裂
を
克
服
す
る
た
め
の
、
い
わ
ゆ
る
「
視
線
を
他
の
方
向
に
向
か
わ
せ
る
戦
略
」

を
通
じ
た
社
会
統
合
戦
略
が
機
能
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
論
理
は
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
と
二
一
世
紀
の
米
国
に
も
適
用
で
き
る
。

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
も
、
米
国
社
会
は
依
然
と
し
て
内
的
な
亀
裂
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
現
実
主
義
的
国
際
主
義
を
主
張
す
る

も
う
一
つ
の
新
保
守
主
義
的
な
国
際
政
治
の
言
説
が
登
場
し
た
。

七
〇
年
代
の
危
機
を
克
服
す
る
た
め
に
新
保
守
主
義
者
が
立
ち
上
が
り
、
八
〇
年
代
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
登
場
し
た
が
、
九
〇
年
代
の
米

国
を
見
て
み
る
と
、
彼
ら
の
戦
略
が
成
功
を
収
め
た
と
は
思
え
な
い
。
公
共
の
場
で
不
特
定
多
数
に
向
け
て
銃
を
乱
射
す
る
事
件
が
多
発
し

た
り
、
薬
物
問
題
が
深
刻
化
し
、
あ
ま
つ
さ
え
そ
の
売
買
を
合
法
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
世
論
が
形
成
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況

を
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
（Francis Fukuyam

a

）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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九
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
米
国
社
会
が
体
制
に
順
応
し
す
ぎ
る
と
い
う
批
判
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な
く
な
り
、
む
し
ろ
そ
の
逆
の
現
象
が

問
題
化
し
て
い
る
。
核
家
族
の
崩
壊
、
絶
え
ず
増
大
す
る
多
様
性
に
起
因
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
続
出
、
死
に
瀕
し
て
い
る
都
市
と
地
域
の
生

活
、
社
会
的
孤
立
感
や
不
安
感
の
高
ま
り
、
犯
罪
の
増
加
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
例
だ

（
（2
（

。

同
様
に
、
歴
史
学
者
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ラ
ッ
シ
ュ
（Christopher Lasch

）
も
次
の
よ
う
に
警
告
し
て
い
る
。

現
在
、
所
得
順
列
で
上
位
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
々
が
国
富
の
半
分
を
握
っ
て
い
る
。
こ
こ
二
十
年
、
家
計
収
入
に
お
い
て
純
増
を
経
験

し
た
の
は
彼
ら
だ
け
で
あ
る
。
レ
ー
ガ
ン
統
治
下
の
わ
ず
か
な
年
月
の
あ
い
だ
だ
け
で
も
、
国
民
所
得
に
し
め
る
彼
ら
の
比
率
は
四
十

一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
四
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
昇
し
た
。
中
産
階
級
を
お
お
よ
そ
年
収
が
一
万
五
千
ド
ル
か
ら
五
万
ド
ル
の
人
々
と

定
義
し
た
場
合
、
そ
の
人
口
比
率
は
一
九
七
〇
年
の
六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
、
一
九
八
五
年
に
は
五
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
て
い

る
（
（2
（

。
新
保
守
主
義
政
策
に
基
づ
い
た
、
い
わ
ゆ
る
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
り
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
米
国
社
会
内
部
の
貧
富
の
格
差
が
深
刻

に
な
っ
た
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
二
世
紀
前
に
ト
ク
ヴ
ィ
ル
（A

. T
ocqueville

）
は
、
米
国
を
旅
し
な
が
ら
、
米
国
の

中
間
層
が
自
発
的
に
結
社
を
形
成
し
て
、
公
的
文
化
の
基
盤
を
構
築
し
て
い
く
の
を
目
撃
し
驚
い
て
い
た

（
（2
（

。
と
こ
ろ
が
、
今
や
そ
の
中
間
層

が
減
少
し
て
お
り
、
米
国
社
会
の
公
共
の
文
化
を
発
見
す
る
こ
と
は
も
は
や
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
ラ
ッ
シ
ュ
も
こ
の
問
題
を
執
拗
に
掘
り

下
げ
る
。

新
し
い
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
、
公
益
事
業
を
援
助
す
る
か
わ
り
に
、
自
分
た
ち
の
自
閉
的
な
小
陣
地
を
改
善
す
る
た
め
に
金
銭
を
そ
そ
ぎ
こ
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む
。
彼
ら
は
、
郊
外
の
私
立
学
校
、
私
設
警
察
、
私
設
の
ゴ
ミ
収
集
シ
ス
テ
ム
に
喜
ん
で
金
を
は
ら
う
。
だ
が
、
彼
ら
は
、
国
庫
に
貢
献

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
何
と
か
ま
ぬ
が
れ
よ
う
と
し
て
、
異
常
な
ほ
ど
努
力
す
る
。
市
民
と
し
て
の
義
務
に
関
す
る
彼
ら
の
認
識

は
、
ご
く
身
近
な
隣
人
の
外
側
に
広
が
る
こ
と
が
な
い

（
（2
（

。

こ
れ
は
、
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
貧
富
の
格
差
が
作
り
出
し
た
新
し
い
豊
富
層
が
、
社
会
的
統
合
を
阻
害
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
七
〇
年
代
の
危
機
を
打
開
す
る
た
め
に
登
場
し
た
新
保
守
主
義
政
権
は
、
む
し
ろ
米
国
社
会
内
部
の
危
機
を
さ
ら
に

深
刻
化
さ
せ
て
い
っ
た
。

筆
者
は
、
本
稿
の
冒
頭
で
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
を
引
用
し
た
が
、
そ
の
な
か
に
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
崩
壊
が
、
経
済
危
機
に
伴
う
市
民
の
公
的

文
化
の
喪
失
や
責
任
回
避
か
ら
始
ま
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
端
的
に
言
え
ば
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
衰
退
と
同
じ
現
象
が
、
一
九
九
〇
年
代

以
後
の
米
国
社
会
に
も
出
現
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
帝
国
の
崩
壊
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
は
、
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
帝
国
は
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
対
外
的
に
対
立
を
作
る
の
が
新
保
守
主
義
の
解
決
策
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
一
九
九
〇
年
代
、
ポ

ス
ト
冷
戦
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、
米
国
の
敵
と
な
れ
る
存
在
が
ほ
と
ん
ど
消
え
た
よ
う
に
見
え
た
。
ソ
連
は
崩
壊
し
、
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン

は
湾
岸
戦
争
で
敗
れ
、
国
際
秩
序
は
自
然
に
米
国
中
心
の
単
極
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
一
九
八
〇
年
代
と
は
状
況
が

完
全
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
新
保
守
主
義
の
対
外
戦
略
は
、
も
は
や
有
効
に
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー

の
懸
念
の
よ
う
に
、
敵
を
失
っ
た
米
国
は
、
内
部
崩
壊
し
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
、
新
保
守
主
義
者
は
、
政
治
的
想

像
力
を
発
揮
す
る
。
敵
が
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
作
れ
ば
よ
い
と
パ
ッ
ク
ス
・
米
国
ナ
帝
国
の
知
識
人
た
ち
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

ソ
連
の
代
わ
り
に
、
米
国
の
仮
想
敵
を
作
り
出
せ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
七
〇
年
代
以
来
、
新
保
守
主
義
の
政
治
学
の
伝
統
を
誇
る

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
文
明
衝
突
の
戦
略
で
あ
っ
た

（
（2
（

。

（85－３・４－347）
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要
す
る
に
、
七
〇
年
代
の
米
国
社
会
の
危
機
を
打
開
す
る
た
め
に
ク
リ
ス
タ
ル
と
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
の
対
外
戦
略
が
用
意
さ
れ
た
よ
う

に
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
文
明
衝
突
も
九
〇
年
代
の
米
国
社
会
が
直
面
し
て
い
る
危
機
に
対
す
る
一
種
の
突
破
口
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
実
際
に
、
こ
う
し
た
新
保
守
主
義
者
に
よ
る
対
外
戦
略
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
設
立
を
通
じ
て
研
究
さ
れ
始
ま
っ

た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
米
経
済
研
究
所（
Ａ
Ｅ
Ｉ
）、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
財
団（T

he H
eritage Foundation

）、
ア
ス
ペ
ン
研
究
所（A

spen 

Institute

）、
ハ
ド
ソ
ン
研
究
所
（H

udson Institute

）、
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
（Freedom

 H
ouse

）
な
ど
で
あ
る

（
（3
（

。
こ
れ
ら
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
は
人
的
・
制
度
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
新
保
守
主
義
の
理
念
と
対
外
戦
略
を
繰
り
広
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

２
．
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
文
明
衝
突
と
現
実
主
義
的
国
際
主
義

『
文
明
の
衝
突
』

（
（3
（

は
冒
頭
に
お
い
て
既
存
の
現
実
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
乗
り
越
え
る
よ
う
な
印
象
で
始
ま
る
。

国
民
国
家
は
い
ぜ
ん
と
し
て
国
際
問
題
の
主
役
を
演
じ
て
い
る
。
国
民
国
家
の
行
動
を
方
向
づ
け
て
い
る
の
は
、
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
権
力

と
富
の
追
求
で
あ
る
が
、
文
化
的
な
嗜
好
や
共
通
の
特
徴
、
相
違
点
も
方
向
づ
け
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。（
中
略
）
超
大
国
同
士
の
抗

争
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
、
文
明
の
衝
突
が
起
こ
る
の
だ
。（
中
略
）そ
し
て
、
最
も
危
険
な
文
化
の
衝
突
は
、
文
明

4

4

と
文
明

4

4

の
断
層

4

4

線4

に
沿
っ

て
生
じ
る

（
（3
（

。

伝
統
的
な
現
実
主
義
は
、
国
民
国
家
（nation state

）
を
そ
の
分
析
単
位
と
し
て
設
定
し
、
国
民
国
家
間
の
対
立
に
注
目
す
る
。
し
か
し
、

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
、
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代
に
あ
っ
て
は
、
国
民
国
家
で
は
な
く
文
明
を
分
析
単
位
と
し
、
国
際
政
治
で
は
国
民
国
家
間
の
対
立

で
は
な
く
、
文
明
の
対
立
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
実
主
義
で
は
説
明
で
き
な
い
、
新
し
い
国
際
秩
序
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米国の新保守主義と現実主義的国際主義（李）

1125

が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
議
論
は
、
冷
戦
時
代
の
国
際
関
係
を
説
明
し
た
現
実
主
義
的
な
構
図
か
ら
脱
却

し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

第
一
に
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
、
文
明
が
対
立
を
引
き
起
こ
す
要
因
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
現
実
主
義
的
観
点
か
ら
み
た

国
家
間
の
対
立
構
図
を
、
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
明
次
元
の
対
立
が
、
最
終
的
に
は
個
々
の
国
に
波
及
し
て
い
く
と
ハ
ン
チ

ン
ト
ン
は
説
明
し
て
お
り

（
（3
（

、
結
局
、
文
明
と
い
う
概
念
は
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
対
立
を
規
定
す
る
新
た
な
独
立
変
数
と
い
う
よ
り
は
、
既
存

の
現
実
主
義
で
説
明
し
て
き
た
国
家
間
の
対
立
に
関
す
る
一
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
二
に
、
文
明
の
衝
突
は
、
国
際
紛
争
の
原
因
と
し
て
文
化
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
文
明
は
文
化
で
構
成
さ
れ
、
こ
の
文
化
の
違
い

が
対
立
を
引
き
起
こ
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
著
書
に
は
、
文
化
と
文
化
の
間
の
追
突
の
例
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
紹
介

さ
れ
て
い
る
が
、
い
ざ
そ
の
文
化
が
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
衝
突
す
る
の
か
は
、
最
後
ま
で
叙
述
さ
れ
な
い
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
、

儒
教
文
化
と
イ
ス
ラ
ム
文
化
の
間
に
い
く
つ
か
の
文
化
的
な
親
和
性
や
類
似
性
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
た
め
、
連
携
が
行
わ
れ
た
、
あ
る
い

は
西
欧
文
化
は
儒
教
文
化
や
イ
ス
ラ
ム
文
化
と
は
共
存
で
き
な
い
要
素
が
存
在
す
る
た
め
、
対
立
が
惹
起
さ
れ
る
、
な
ど
と
い
っ
た
論
証
が

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

結
局
、
文
明
の
衝
突
論
は
、
極
め
て
現
実
的
で
あ
る
。
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
中
国
の
軍
事
力
の
拡
充
、
イ
ス
ラ
ム
と
中
国
の
武
器
輸
出
入
の

活
発
な
展
開
な
ど
を
例
に
あ
げ
て
、
最
終
的
に
は
、
米
国
を
中
心
と
し
た
西
欧
勢
力
の
団
結
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
と
北
朝
鮮

な
ど
の
儒
教
文
化
圏
と
攻
撃
的
イ
ス
ラ
ム
文
化
圏
と
の
連
携
自
体
を
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代
に
お
け
る
新
た
な
仮
想
敵
と
し
て
規
定
し
、
米
国
が

こ
れ
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
が
文
明
を
区
分
す
る
基
準
に
対
し
て
も
信
頼
性
が
疑
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
日
本
を
一
つ
の
文
明
圏
に
分
類
し
た

の
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
は
、
彼
が
本
書
よ
り
も
前
に
発
表
し
た
論
文
に
明
確
に
表
れ
て
い
る
。
彼
は
当
該
論
文
の

最
後
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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以
上
の
文
明
衝
突
に
関
す
る
仮
説
が
妥
当
で
あ
れ
ば
、
西
欧
は
次
の
よ
う
な
短
・
長
期
的
外
交
政
策
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
短

期
的
に
は
ま
ず
、
北
米
と
欧
州
と
の
間
の
協
力
と
団
結
を
強
化
す
る
。
第
二
に
、
西
欧
に
近
い
南
米
や
東
欧
を
包
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
第
三
に
、
ロ
シ
ア
と
日
本
に
対
す
る
協
力
関
係
を
維
持

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

す
る
。
第
四
に
、
儒
教
―
イ
ス
ラ
ム
に
よ
る
軍
事
力
の
増
強
を
抑
制
す
る
。

そ
し
て
西
側
の
軍
縮
を
緩
和
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
東
ア
ジ
ア
と
イ
ス
ラ
ム
圏

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
対
す
る
軍
事
上
の
優
位
性
を
維
持

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
五
に
、

儒
教
―
イ
ス
ラ
ム
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
輪

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

を
壊
す
た
め
に
軋
轢
を

4

4

4

4

4

4

4

4

来4

す4

　
　　

　
　（

。（
傍
点
は
引
用
者
）

引
用
文
の
傍
点
部
分
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
米
国
は
、
儒
教
―
イ
ス
ラ
ム
国
家
を
敵
と
想
定
し
て
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
北
米
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
米
、
東
欧
圏
、
そ
し
て
日
本
を
も
包
摂
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
が
日
本
を
独
自
の
文
明
と
し
て

無
理
矢
理
に
分
類
し
た
理
由
は
、
西
欧
圏
と
非
西
欧
の
対
立
の
構
図
の
中
で
、
非
西
欧
文
明
圏
の
日
本
を
西
欧
陣
営
に
引
き
入
れ
る
た
め
の

戦
略
に
ほ
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
お
け
る
、
自
由
―
共
産
主
義
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

対
立
に
代
わ
る
、
新
し
い
対
立
要
素
と
し
て
文
明
と
い
う
概
念
を
取
り
上
げ
、
米
国
中
心
の
西
側
文
明
が
儒
教
―
イ
ス
ラ
ム
文
明
に
対
抗
す

る
と
い
う
構
図
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、「（
米
国
を
頂
点
と
し
た
）
自
由
主
義
の
勝
利
」
と
「（
米
国
を
中
心
と
し
た
西
欧
と
儒
教
―
イ
ス
ラ
ム
）
文
明
の
衝
突
」

と
い
う
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
結
局
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
お
い
て
も
米
国
中
心
の
世
界
秩
序
を
作
り
だ
す
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
一
見
す
る
と
、
文
明
の
衝
突
は
国
民
国
家
と
い
う
行
為
者
間
の
葛
藤
を
説
明
す
る
既
存
の
現
実
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
は
異
な

り
、
文
明
の
対
立
と
い
う
新
し
い
要
素
を
展
開
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
議
論
は
、
な
ぜ
国
家
の
代
わ
り
に

文
明
（
あ
る
い
は
文
化
）
を
分
析
単
位
と
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
説
得
力
の
あ
る
根
拠
を
提
示
で
き
ず
、
結
局
は
従
来
ま
で
の
国
家
中
心
の

対
決
構
図
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
文
明
と
い
う
概
念
を
掲
げ
、
西
欧
と
非
西
欧
の
対
決
構
図
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
米
国
中
心
の
覇

権
主
義
を
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
も
継
続
し
て
貫
徹
さ
せ
る
こ
と
が
狙
い
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
し
て
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
文
明
の
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衝
突
は
、
既
存
の
新
保
守
主
義
者
が
支
え
て
き
た
現
実
主
義
的
国
際
主
義
路
線
と
ま
さ
に
一
致
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う

（
（3
（

。
ま
し
て

や
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
60
年
代
か
ら
著
し
く
な
っ
た
米
国
の
社
会
問
題
を
診
断
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
人
々
の
最
先
端

に
立
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

３
．
ネ
オ
コ
ン
の
対
中
国
ヘ
ッ
ジ
と “hub and spoke alliance” 

戦
略

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
も
米
国
の
国
内
状
況
は
改
善
し
て
お
ら
ず
、
中
産
層
の
崩
壊
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
た
。
と
り
わ
け
双
子
の

赤
字
の
発
生
と
、
そ
れ
を
受
け
て
実
施
し
た
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
と
関
税
政
策
は
明
確
な
効
果
を
得
ら
れ
な
か
っ
た

（
（3
（

。
む
し
ろ
、
こ
の
時
期
に
は

軍
事
費
を
増
大
さ
せ
る
政
策
を
と
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
、
新
保
守
主
義
者
の
現
実
主
義
的
国
際
主
義
路
線
を
標
榜
し
た
ネ
オ
コ
ン
が
登
場

し
た
か
ら
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
の
九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以
降
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
文
明
の
衝
突
と
の
関
わ
り
が
強
調
さ
れ
つ
つ

（
（3
（

、
ネ
オ
コ
ン
の
登

場
が
世
界
的
に
注
目
を
浴
び
た
。
当
時
の
ブ
ッ
シ
ュ
（G. W

. Bush

）
政
権
は
、
他
の
歴
代
の
政
府
に
比
べ
ら
れ
な
い
ほ
ど
新
保
守
主
義

か
ら
の
影
響
を
多
く
受
け
た

（
（3
（

。
元
々
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
大
統
領
候
補
で
あ
っ
た
当
初
は
新
保
守
主
義
者
と
の
緊
密
な
関
係
を
持
っ
て
は
い
な

か
っ
た
が
、
候
補
者
演
説
に
お
い
て
軍
事
力
を
再
整
備
す
る
構
想
を
露
骨
に
表
明
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
強
い
米
国
を
目
指
す
タ
カ
派
の

新
保
守
主
義
者
と
し
て
の
ネ
オ
コ
ン
が
ブ
ッ
シ
ュ
に
接
近
し
た
。
そ
の
中
で
、
九
・
一
一
テ
ロ
事
件
は
フ
ァ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
の
ネ
オ
コ
ン

の
影
響
力
を
高
め
る
契
機
と
な
っ
た

（
（3
（

。
こ
う
し
て
ブ
ッ
シ
ュ
に
採
用
さ
れ
た
の
が
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
（D

onald H
. Rum

sfeld

）
で
あ
っ

た
。
彼
は
、
第
二
一
代
国
防
長
官
に
任
命
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
米
国
の
対
外
政
策
の
基
礎
を
作
り
出
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
下
で
ラ
ム

ズ
フ
ェ
ル
ド
な
ど
の
ネ
オ
コ
ン
は
九
・
一
一
以
降
の
非
対
称
的
脅
威
と
い
う
伝
統
的
な
脅
威
と
は
性
質
の
異
な
る
脅
威
を
設
定
し
、
そ
れ

へ
の
対
策
を
求
め
た
。
ま
た
、
米
国
は
脅
威
ベ
ー
ス
か
ら
能
力
ベ
ー
ス
へ
と
国
防
政
策
を
変
更
す
る
と
い
っ
た
「
米
軍
の
変
革
（m

ilitary 
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transform
ation

）」
を
図
っ
て
き
た

（
（4
（

。
こ
の
非
対
称
的
脅
威
に
加
え
て
、
中
国
に
対
す
る
米
国
の
警
戒
心

（
（4
（

が
高
ま
っ
た
こ
と
に
も
注
目
を

要
す
る

（
（4
（

。
米
国
の
外
交
戦
略
に
お
い
て
中
国
を
包
囲
す
る
と
い
う
対
中
国
ヘ
ッ
ジ
戦
略
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
も
は
や
こ

れ
は
、
文
明
の
衝
突
を
越
え
て
、
よ
り
広
範
な
脅
威
の
概
念
化
と
対
策
を
提
示
す
る
、「
軍
事
型
」
現
実
主
義
的
国
際
主
義
の
実
現
と
言
っ

て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
同
盟
重
視
戦
略
が
米
国
の
対
外
政
策
の
担
い
手
に
な
っ
て
い
た
点
も
重
要
で
あ
る
。
世
界
中
に
あ
る
米
国
の
海
外
駐
留
基
地
を

利
用
し
て
、
非
対
称
的
脅
威
に
対
応
す
る
「
域
外
均
衡
（offshore balancing

）」（
（4
（

も
、
ま
た
対
中
国
ヘ
ッ
ジ
も
容
易
に
な
る
。
二
〇
〇
〇

年
代
の
在
日
・
在
韓
米
軍
の
域
外
活
動
を
保
障
す
る
「
戦
略
的
柔
軟
性
」
を
め
ぐ
る
議
論
も
同
じ
文
脈
で
理
解
で
き
る
。
沖
縄
に
あ
る
在
日

米
軍
が
台
湾
海
峡
、
朝
鮮
半
島
、
東
南
ア
ジ
ア
ま
で
を
カ
バ
ー
し
、
日
米
同
盟
は
韓
国
、
グ
ア
ム
、
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
連
携
を

通
じ
て
壁
を
形
成
す
る
と
い
う
、
同
盟
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略
と
し
て
の “hub and spoke alliance” 

を
強
化
す
る
戦
略
も
、
ネ
オ
コ
ン
の

軍
事
型
現
実
主
義
的
国
際
主
義
と
し
て
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
ソ
連
が
崩
壊
し
た
後
の
一
九
九
〇
年
代
に
は
文
明
の
衝
突
論
に
立
脚
し
て
脅
威
を
設
定
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
二
〇
〇
〇

年
代
は
非
対
称
的
脅
威
と
中
国
脅
威
論
を
以
て
、
米
国
は
軍
事
力
を
中
心
と
し
た
国
際
主
義
を
進
め
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
米
国
の
新
保
守
主
義
者
の
社
会
政
治
理
念
と
対
外
政
策
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
本
稿
の
目
的
に
対
し
て
、
米
国

に
お
け
る
新
保
守
主
義
者
の
登
場
と
彼
ら
の
考
え
に
つ
い
て
考
察
し
た
う
え
で
、
新
保
守
主
義
者
の
外
交
路
線
か
ら
同
盟
強
化
戦
略
ま
で
を

考
察
し
た
。
結
論
と
し
て
、
米
国
の
新
保
守
主
義
者
の
外
交
政
策
は
、
現
実
主
義
的
国
際
主
義
の
路
線
を
な
ぞ
っ
て
お
り
、
国
内
の
分
裂
と

危
機
を
免
れ
る
た
め
の
便
法
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
見
せ
て
い
る
。
七
〇
年
代
の
米
国
社
会
の
危
機
的
状
況
の
中
で
ク
リ
ス
ト
ル
と
カ
ー
ク
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パ
ト
リ
ッ
ク
の
右
派
独
裁
体
制
へ
の
支
援
戦
略
が
登
場
し
、
九
〇
年
代
の
危
機
的
状
況
で
は
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
文
明
衝
突
論
が
出
現
し
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
は
、
非
対
称
的
脅
威
や
中
国
脅
威
論
に
基
づ
い
た
同
盟
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略
が
図
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
共
通
点
は
、
米
国
の
覇
権
の
維
持
と
強
固
を
目
的
と
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

以
上
の
分
析
を
通
じ
て
、
米
国
の
外
交
政
策
は
、
国
内
の
政
治
的
、
社
会
的
要
因
と
ど
の
よ
う
な
関
連
性
を
持
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
か
、

そ
し
て
、
七
〇
年
代
以
来
、
米
国
の
保
守
主
義
的
外
交
戦
略
の
特
徴
は
何
か
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
後
の
米
国
の
対
外
外
交
政
策
に
あ

た
っ
て
は
、
米
国
社
会
の
内
部
の
動
向
に
も
同
時
に
注
視
す
る
努
力
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
フ
レ
ー

ム
に
拠
っ
て
、
民
主
党
の
オ
バ
マ
政
権
で
行
わ
れ
た
国
際
主
義
的
な
「
ア
ジ
ア
回
帰
」
戦
略
、
ま
た
は
「
米
国
優
先
主
義
」
を
唱
え
る
ト
ラ

ン
プ
政
権
で
み
ら
れ
る
ポ
ン
ぺ
オ
（M

ike Pom
peo

）
米
国
務
長
官
と
ネ
オ
コ
ン
の
ボ
ル
ト
ン
（John Bolton

）
米
国
家
安
全
補
佐
官
と

の
意
見
衝
突
な
ど
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
関
す
る
研
究
は
、
筆
者
の
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。（

１�

）　Robert D
. Putnam

, “D
iplom

acy and D
om

estic Politics: T
he Logic of T

w
o-Level Gam

es,” International O
rganization, V

ol. 42, 
N

o.3 (Sum
m

er, 1988), pp. 430-433.

（
２�

）　Z. 

ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
著
・
山
岡
洋
一
訳
『
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
世
界
は
こ
う
動
く
―
21
世
紀
の
地
政
戦
略
ゲ
ー
ム
』（
西
日
本
経
済
新
聞
社
、
一

九
九
八
年
）（Zbigniew

 K
. Brzezinski, T

he G
rand Chessboard: A

m
erican Prim

acy and its G
eostrategic Im

peratives (Basic Books, 
1997)) 

二
一
―
二
二
頁
。

（
３�

）　

豊
永
郁
子
氏
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
が
新
保
守
主
義
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
で
あ
る
と
見
立
て
、
そ
れ
が
時
間
と
空
間
を
離
れ
日
本
と
米
国

に
展
開
し
て
い
っ
た
と
言
い
、
そ
の
行
方
の
追
い
か
け
を
試
み
た
。
詳
し
く
は
、
豊
永
郁
子
『
新
保
守
主
義
の
作
用
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
を

参
照
の
こ
と
。

（
４�

）　Irving K
ristol, N

eoconservatism
: T

he A
utobiography of an Idea (Free Press, 1995) p. 3.

（
５�

）　Irving K
ristol, “Confessions of a T

rue, Self-Confessed

―Perhaps the O
nly

―‘N
eoconservative’,” in Irving K

ristol, R
eflections of 
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a N
eoconservative (N

ew
 Y

ork: Basic Books, 1983).

（
６�

）　

ミ
ル
は
「
個
人
は
、
彼
の
行
為
が
彼
自
身
以
外
の
何
人
と
の
利
害
と
も
無
関
係
で
あ
る
限
り
は
、
社
会
に
対
し
て
責
任
を
負
っ
て
い
な
い
」
と
主
張

す
る
。
す
な
わ
ち
、
他
人
に
被
害
を
与
え
な
い
範
囲
で
、
一
人
の
自
由
は
最
大
限
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
危
害
原
則

で
あ
る
。
Ｊ
・ 

Ｓ
・
ミ
ル
著
・
塩
尻
公
明
・
木
村
健
康
訳
『
自
由
論
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
一
八
九
頁
。

（
７�

）　

ク
リ
ス
ト
ル
は
、「
も
し
あ
な
た
が
、
ど
の
よ
う
な
人
で
も
本
（
ま
た
は
演
劇
と
映
画
）
に
よ
っ
て
堕
落
し
な
い
と
信
じ
て
い
る
な
ら
、
あ
な
た
は
ど

の
よ
う
な
人
も
本
に
よ
っ
て
成
長
で
き
な
い
こ
と
も
支
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（K

ristol 1983:44

）
と
し
、
ま
た
麻
薬
に
関
し
て
も
「
麻
薬
は
人

体
に
及
ぼ
す
影
響
よ
り
も
、
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
が
問
題
」（K

ristol 1983:67

）
と
し
て
い
る
。

（
８�

）　D
aniel Bell, T

he W
inding Passage: E

ssay and Sociological Journeys 1960-1980 (Basic Books, 1980) p. 267.

（
９�

）　Sam
uel H

untington, A
m

erican Politcs: the Prom
ise of D

isharm
ony (T

he Belknap Press, 1981) pp. 167-169.

（
10�

）　

イ
ギ
リ
ス
の
政
治
学
者
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ヘ
ル
ド
（D

avid H
eld

）
は
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
、
ハ
ー
バ
マ
ス
（Jürgen H

aberm
as

）、
オ
ッ
フ
ェ

（Claus O
ffe

）
ら
の
過
負
荷
国
家
論
を
ま
と
め
て
紹
介
し
て
お
り
、
本
研
究
を
進
め
る
う
ち
に
参
照
し
た
。
詳
し
く
は
、D

avid H
eld, M

odels of 
D

em
ocracy (Stanford U

niversity Press, 1987)（
中
谷
義
和
訳『
民
主
政
の
諸
類
型
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
八
年
））の
第
七
章
を
参
照
の
こ
と
。

（
11�

）　Sam
uel P. H

untington, “Chapter III: T
he U

nited States,” in M
ichel Crozier, Sam

uel P. H
untington, and Joji W

atanuki, T
he 

Crisis of D
em

ocracy (T
he N

ew
 Y

ork U
niversity Press, 1975) p. 113.

（
12�

）　D
aniel Bell, T

he Cultural Contradictions of Capitalism
 (H

einem
ann, 1976) pp. 80-81.

（
13�

）　D
aniel Bell, Ibid., p. 22.

（
14�

）　

李
三
星
『
世
界
と
米
国
』（
ハ
ン
ギ
ル
社
、
二
〇
〇
二
年
）
二
六
一
頁
（
이
삼
성
『
세
계
와 

미
국
』(

한
길
사
、
２
０
０
２
년)

）。

（
15�

）　

李
三
星
、
前
掲
書
、
二
六
一
頁
。

（
16�

）　

現
実
主
義
的
国
際
主
義
、
自
由
主
義
的
国
際
主
義
、
現
実
主
義
的
な
孤
立
主
義
、
自
由
主
義
的
な
孤
立
主
義
は
、
李
三
星
（
前
掲
書
、
二
五
九
―
二

六
〇
頁
。）
の
説
明
を
参
照
し
た
。

（
17�

）　

こ
こ
で
提
示
し
た
政
党
に
よ
る
政
策
の
特
徴
の
比
較
は
、
上
記
の
議
論
と
、
杉
田
米
行
編
『
米
国
外
交
の
分
析
』（
大
学
教
育
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）、

秋
元
英
一
・
管
英
輝
『
米
国
二
〇
世
紀
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
）、
佐
々
木
卓
也
編
『
戦
後
米
国
外
交
史
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
）、G. 

John Ikenberry eds., A
m

erican Foreign Policy: T
heoretical E

ssays (Scott, Foresm
an and Com

pany, 1989)

、G. John Ikenberry, 
T

he Chessboard and the W
eb: Strategies of Connection in a N

etw
orked W

orld (Y
ale U

niversity Press, 2018) 

な
ど
を
参
照
し
て
筆
者

が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
18�

）　Irving K
ristol, R

eflections of a N
eoconservative (Basic Books, 1983) pp. 263-265.
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（
19�

）　Jeane K
irkpatrick, “D

ictatorships &
 D

ouble Standards,” Com
m

entary, V
ol. 55, N

o.2 (1979), p. 40.

（
20�

）　Jeane K
irkpatrick, Ibid., pp. 38-40.

（
21�
）　Irving K

ristol, op. cit., p. 265.
（
22�
）　

ス
タ
イ
ン
フ
ェ
ル
ス
に
よ
る
五
つ
の
ま
と
め
と
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
新
保
守
主
義
者
の
言
う
権
威
の
危
機
論
が
米
国
と
西
洋
を

襲
っ
た
。
第
二
に
、
現
在
の
危
機
は
、
主
に
文
化
的
危
機
で
あ
り
、
価
値
観
や
道
徳
、
慣
習
の
問
題
で
あ
る
。
第
三
に
、
政
府
は
「
過
負
荷
」
の
犠
牲

者
で
あ
る
。
第
四
に
、
こ
の
よ
う
な
危
機
に
直
面
し
た
新
保
守
主
義
者
は
、
国
家
権
威
を
取
り
戻
し
、
政
府
が
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

そ
し
て
、
五
番
目
が
対
外
政
策
に
関
す
る
立
場
で
あ
る
。
ピ
ー
タ
ー
・
ス
タ
イ
ン
フ
ェ
ル
ス
著
・
金
ク
ェ
サ
ン
訳
『
新
保
守
主
義
者
た
ち
：
米
国
の
政

治
を
変
化
さ
せ
た
人
々
』（
現
代
思
想
社
、
一
九
八
三
年
）
七
二
―
九
一
頁
（
피
터 

스
타
인
펠
스 

저
・
김
쾌
상 

역
『
신
보
수
주
의
자
들
：
미
국
의 

정

치
를 

변
화
시
킨 

사
람
들
』（
현
대
사
상
사
、
１
９
８
３
））。

（
23�

）　

ピ
ー
タ
ー
・
ス
タ
イ
ン
フ
ェ
ル
ス
、
前
掲
書
、
八
九
頁
。

（
24�

）　

ピ
ー
タ
ー
・
ス
タ
イ
ン
フ
ェ
ル
ス
、
前
掲
書
、
九
〇
頁
。

（
25�

）　

フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
著
・
加
藤
寛
訳
『「
信
」
無
く
ば
立
た
ず
（
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
）』（
三
笠
書
房
、
一
九
九
六
年
）
四
一
〇
―
四
一
一
頁
。

（
26�

）　

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
ラ
ッ
シ
ュ
著
・
森
下
伸
也
訳
『
エ
リ
ー
ト
の
反
逆
』（
新
曜
社
、
一
九
九
九
年
）
四
〇
―
四
一
頁
。

（
27�

）　

ト
ク
ヴ
ィ
ル
著
・
松
本
礼
二
訳
『
米
国
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
一
年
）
の
参
照
の
こ
と
。

（
28�

）　

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
ラ
ッ
シ
ュ
、
前
掲
書
、
五
九
頁
。

（
29�

）　
『
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
世
界
は
こ
う
動
く
―
二
一
世
紀
の
地
政
戦
略
ゲ
ー
ム
』
の
原
著
はT

he G
rand Chessboard: A

m
erican Prim

acy and 
its G

eostrategic Im
peratives

で
あ
っ
て
、
チ
ェ
ス
ボ
ー
ド
の
よ
う
な
世
界
に
お
け
る
米
国
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
同
盟
戦
略
に
関
す
る
内
容
で
、
ハ
ン
チ
ン

ト
ン
と
同
じ
文
脈
で
理
解
で
き
る
。
そ
の
詳
し
い
分
析
は
本
稿
で
は
行
わ
な
い
。

（
30�

）　Peter Steinfels, T
he N

eoconservatives: T
he O

rigins of a M
ovem

ent: W
ith a N

ew
 Forew

ord, From
 D

issent to Political Pow
er 

(Sim
on &

 Schuster, 2013) pp. 11-12.

（
31�

）　

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
「
文
明
の
衝
突
」
論
は
、
一
九
九
三
年
のForeign A

ffairs

誌
に
掲
載
さ
れ
た
「
文
明
の
衝
突
？
（T

he Clash of Civilizations?

）」

か
ら
始
ま
る
。
そ
の
後
、『
文
明
の
衝
突
と
世
界
秩
序
の
再
編
（T

he Clash of Civilizations and T
he R

em
aking of W

orld O
rder

）』
は
、
同
じ
テ
ー

マ
を
拡
大
さ
せ
、
一
九
九
六
年
に
単
行
本
と
し
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
32�

）　

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
著
・
鈴
木
主
税
訳
『
文
明
の
衝
突
』（
集
英
社
、
一
九
九
八
年
）
二
三
―
三
一
頁
。

（
33�

）　

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
、
前
掲
書
、
四
四
―
五
〇
頁
。

（
34�

）　Sam
uel H

untington, Ibid., p. 43.
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（
35�

）　

ち
な
み
に
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
初
期
の
著
作
と
し
てPolitical O

rder in Changing Societies (Y
ale U

niversity Press, 1968)

（
内
山
秀
夫
訳

『
変
革
期
社
会
の
政
治
秩
序
（
上
・
下
）』（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
二
年
））
が
あ
る
。
こ
の
本
で
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
、
政
治
は
発
展
だ
け
で
な
く

衰
退
も
可
能
で
あ
る
と
主
張
し
な
が
ら
、
政
治
体
制
の
も
つ
能
力
を
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
民
主
主
義
で
あ
る
必
要
は
な
く
、

場
合
に
よ
っ
て
は
権
威
主
義
的
政
治
体
制
も
避
け
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
む
し
ろ
米
国

が
第
三
世
界
に
関
与
で
き
る
条
件
を
作
り
上
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
権
威
主
義
国
家
は
、
米
国
に
と
っ
て
、
従
属
さ
せ
や
す
い
か

ら
で
あ
る
。

（
36�

）　T
hom

as L. H
ungerford, T

he Bush T
ax Cuts and the E

conom
y (CRS Report N

o. R41393). https://fas.org/sgp/crs/m
isc/

R41393.pdf (

閲
覧
日
：
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
〇
日)

（
37�

）　

こ
れ
ら
の
戦
争
で
米
国
は
テ
ロ
と
の
戦
い
を
名
目
と
し
て
掲
げ
た
が
、
限
ら
れ
た
資
源
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
っ
た
戦
争
と
い
う
側
面
か
ら
し
て
、
文
明

の
衝
突
で
は
な
く
単
に
米
国
の
国
家
利
益
を
守
る
た
め
の
戦
争
に
過
ぎ
な
い
と
の
批
判
も
少
な
く
な
い
。
新
保
守
主
義
と
文
明
の
衝
突
へ
の
批
判
は
、

エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
著
・
中
野
真
紀
子
・
早
尾
貴
紀
訳
『
戦
争
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）、
ノ
ー
ム
・
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
著
・

塚
田
幸
三
訳
『「
な
ら
ず
者
国
家
」
と
新
た
な
戦
争—

米
同
時
多
発
テ
ロ
の
深
層
を
照
ら
す
』（
荒
竹
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
38�

）　Stefan H
alper and Jonathan Clarke, A

m
erica A

lone T
he N

eo-Conservatives and the G
lobal O

rder (Cam
bridge U

niversity 
Press, 2004

）p. 9.

（
39�

）　Stefan H
alper and Jonathan Clarke, Ibid., pp. 113-114.

（
40�

）　D
onald Rum

sfeld, “T
ransform

ing the M
ilitary,” Foreign A

ffairs, V
ol.81 N

o. 3, M
ay June 2002, p. 24.

（
41�

）　

二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
中
国
の
対
外
戦
略
、
ま
た
中
国
脅
威
論
に
関
す
る
議
論
は
、
李
弘
杓
編
『
中
国
の
海
洋
戦
略
と
東
ア
ジ
ア
の
安
保
』

（
韓
国
海
洋
戦
略
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
）（
이
홍
표 

편
『
중
국
의 

해
양
전
략
과 

동
아
시
아 

안
보
』（
한
국
해
양
전
략
연
구
소
、
２
０
０
３
））
に
詳
し

く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
42�

）　T
he W

hite H
ouse, A

 N
ational Security Strategy (U

.S. G.P.O
., 1997

―2006; U
.S. Congress, C.A

.S, T
he Q

uadrennial D
efense 

R
eview

 (U
.S. G.P.O

., 2001).

（
43�

）　Lloyd I. Rudolph and Susanne H
oeber Rudolph, “T

he M
aking of U

S Foreign Policy for South A
sia,” E

conom
ic and Political 

W
eekly (February 25, 2006) pp.704-704.
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